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島田の都市活動は水の流れのように……

源である駅から日常生活は始まり、

通勤・通学・散策のために路を流れる。

公園やベンチでは立ち話・井戸端会議で人が溜まり、

子ども達は広場や水路で游ぶ。

買物や目的地に向かうため、通りから裏の路地へ沁みていく。

水路を横切るのに人は橋を渉り、交差点において車と混じり合う。

普段は、散歩や日向ぼっこで心が浄らかである島田の人々は、

祭りやイベントの日には路や広場で沸きあがる。

島田の人々は、生活において水の流れとたわむれる。

沁

「　」「漂」 「游」「洸」

所在地：�静岡県島田市
発注者：�静岡県島田市／(財)都市づくり
� ����パブリックデザインセンター
期間：��1996~1997
計画面積：20.6ha
業務概要：公共空間の整備計画
賞：���第4回ふるさとの顔づくり設計競技
�����建設大臣賞（最優秀賞）
�����平成12年度静岡県都市景観賞
�����美しいまちなみ部門�優秀賞

�大井川の川越しのまちである島田市で、平成8年に
区画整理事業地区内の公共空間を対象とする全国
公募の「ふるさとの顔づくり」設計競技が行われ、当
提案が建設大臣賞を受賞した。
�提案は、宿場町島田の歴史的な都市構造に、それ
らを南北につなぐ新しい都市活動の舞台
（ギャラリー）を挿入し、中心市街地を市民の活動の
場として再生することをコンセプトとしている。
�沿道地区が和風街並みを形成する地区として地区
計画を策定しているため、公共空間の整備において
も舗装材、修景施設などに和のモチーフを取り入れ
、街並みとの調和をはかる提案としている。
� 「多様な都市活動の場としての路ひろば」というコン
セプトに基づき、路ひろば毎に水、緑光など島田市
に特徴的なデザインテーマを設けアメニティ溢れる
市民活動の場、ゆったりとした滞留空間、沿道店舗
の前庭的空間づくりを目指している。

� ���

Studio URBAN HOUSE, Inc.

島田市ふるさとの顔づくり計画
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